
保護者の皆様へ 
① ５月１５日（月）〜２２日（月）まで、教育相談があります。担任とお子様で一人につき

10 分程度行います。また、並行してスクールカウンセラーとの全員面談も始まります。教育
相談予定は学校で生徒に知らせますので、ご承知おきください。 

② 補助教材の集金が５月１６日（火）・１７（水）にあります。集金額は 9,670 円です。ご準
備ください。 

③ 5 月１２日（金）に第１回テストの範囲表・計画表を配布します。定期テストに向けての
心構えや学習計画の立て方について指導した上で、各自の作った計画に基づいて努力させて
いきたいと思います。テスト１週間前からは原則として部活動もありません。ご家庭におか
れましても、初めての定期テストに向けて、しっかり努力していくよう、ご指導いただける
とありがたいです。 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中学生になって」生徒作文 

新しい一歩 名古屋市立吉根中学校 
第１学年 学年通信 
第２号 令和５年４月２５日 

入学してから三週間がたち、中学校生活もやっと軌道に乗ってきた頃だと思います。この三
週間で、みなさんは小学校と中学校との数多くの違いを肌で感じたことと思います。私服から
制服へ、給食から弁当やスクールランチへ、担任の授業から教科担任制へ、算数から数学へ･･･。 
 ところで、小学校と中学校との一番大きな違いはどこでしょうか？ それは、「中学校は“一
人前の人間”になるために、いろいろな勉強をするところ」ということです。“一人前の人間”に
なるために欠かせないのが『自主・自律』です。みなさんが書いた「中学生になって」の作文
には、新しい一歩への意気込みがあふれていて、とても頼もしく感じました。教科の勉強はも
ちろんのこと、学校行事、生徒会・委員会・係活動、部活動、何気ない普段の掃除や当番の仕
事、そして仲間と過ごす時間。それら全てがみなさんにとって、とても大切な勉強です。“一人
前の人間”に向けて主体的に取り組んでいきましょう。どうやら今年の一年生は、とてもいいチ
ームになれそうです！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月には校外学習に出かけます。今回は新しい仲間の良いところを発見し、仲を深めること
を目的としています。様々なミッションに挑戦しながら、お互いの良さを見つけてほしいと思
います。また、５月下旬には最初の定期テストがあります。初めてのことで不安に感じる人も
多いと思いますが、授業を大切にし、分からないことは先生や友達に聞き、少しずつ準備を進
めていきましょう。 

【1 組】 
○ クラスには知らない子ばっかと思っても、新しい友達をつくろうと何事にも前向きになれると不安より

も楽しみの方が大きくなるのです。そんな挑戦がとても大切です。挑戦するのには、勇気も必要だし、失敗
することだって、たくさんあります。でも、人は失敗するからこそ成⻑できると思います。失敗しない人な
んてどこにもいません。失敗を恐れずに挑戦し、何回も繰り返して、やっと成⻑し成功につながっていくと
思います。まだ中学校生活は始まったばかり。失敗を重ねてどんどん心が成⻑していき、強くなっていくと
思うので、大事な三年間、気合いを入れてがんばります。 

○ 中学校生活の中でがんばりたいことは、「自分が言いたいことは、はっきりと言う」です。私は時々、友
達の意見ばかり聞いて、自分がやりたかったものができなかったりすることがあり、後悔することがありま
す。なので、中学では、自分の言いたいことは、はっきりと言い、でも、自分だけでなく、友達の意見や言
いたいこともちゃんと聞いて、みんなが嫌な思いをすることなく、楽しく中学校生活を送れたらなと思って
います。 

【2 組】 
○ 私は中学生になって、不安なことがたくさんあります。勉強や友達関係などうまくやっていけるか心配

です。でも、中学校に入ってみて、いろんな人たちが私に声をかけてくれました。その時はとてもうれし
くてしかたありませんでした。私はもっとたくさんの人と友達になりたいと思いました。自分から声をか
けると、クラスメイトは優しく話を聞いて笑ってくれました。 

○ 私は小学六年生の時、中学校のことをネガティブに考えていました。そして、迎えた入学式。心臓が爆
発してしまうんじゃないかと思うほど、ドキドキしていました。でも、思っていたより他の学校の生徒達
は優しそうで、ちょっとしたらすぐなじめそうでした。先生方も優しく、おもしろい方ばかりでした。入
学式が終わって、家族と帰っている時、心臓が今朝とは全く違うドキドキを鳴らしているのがわかりまし
た。 

【3 組】 
○ 私は部活や委員会などの自分で「責任」を担わなければならないことに意欲的に取り組みたいと思って

います。小学校では、責任をとらなければならない仕事は苦手で、中津川野外学習や修学旅行でも常にカ
メラ係や役目無しなどのあまり責任の大きくない係にてっしていました。でも、中学校ではもっと責任を
感じられるような行動や仕事に挑戦していきたいと思っています。学年集会の際、違うクラスの先生が「自
分 1 人楽しいのではダメ。全員楽しくなくては。」とおっしゃっていらっしゃいました。皆が笑えるよう
に、楽しく中学校生活を送ります。 

○ 今、僕は、新しい学校、新しい先生、新しいクラスメイトにドキドキ、ワクワクでいっぱいで、今日、
どんなことを学ぶんだろうと思って、毎朝、登校しています。まだ少し不安なこともあるけど、その事に
しっかり向き合おうと思います。今年の思い出が今後、２年、３年を通して、中学校にいた中で一番と言
えるほど大きくて立派な思い出をつくりたい。中学校の中で、顔を知らない人がいない人にもなりたい。 

【４組】 
○ 中学校生活はまだ始まったばかりだけど、気づいたことがありました。それは勉強をして将来のこと

を考えたり、部活では礼儀を学んだりすることです。それは自分から行動をしなければ身につかないこ
とだと知りました。ぼくは「これからもう中学生なんだ」と思いました。これからは中学生の自覚を持
ち自分から行動するというクセをつけていかなければいけないことがこれからの目標だと思いました。 

☆４月のいいところ☆ 
① 登校が早く、スムーズに朝の準備や朝学が始められている。 
② 元気よく「おはようございます」「さようなら」のあいさつができる。 
③ 室⻑だけでなく、自ら気付いて２分前着席を呼びかける人がいる。 
④ トイレのスリッパをそっとキレイに並べてくれる人がいる。 
⑤ 係や委員会に積極的に立候補する人がとても多い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【５組】 
○ 私は中学生になって新しい友達ができました。その友達は共感することが多くてとても話しやすいです。

仲のよかった子は、クラスが分かれてしまったけれど、あまりさみしくありません。これからもっとたくさん
友達を増やしていろいろなことにみんなで挑戦したいです。勉強や苦手なことなどたくさんの壁にぶつかる
と思う。だから友達一人一人との絆を大切にしたいです。そして、先生達との絆も深めたいです。私は運動も
勉強も得意ではないけど頑張れる力は持っていると思います。自分の得意なことを生かして人のために役立
てたいです。まだまだ緊張と不安があるけれど、みんなと一緒なら乗りこえられる気がします。 

○ 四月七日、中学生になった。入学式はとても緊張したけれど、小学校の友達がいたから安心した。初めて見
る人ばっかりで、なかなか話したいけど話しかけれない。けど、吉根小の人たちとたくさん話して、仲良くな
りたい。勉強がちゃんとできるかがとても心配。中学から勉強が難しくなるらしいので、ついて行けるか不安
だけど、しっかり勉強をしていきたい。部活動はちゃんと努力して、上手になって、活躍したい。そのために
は、ぐちを言わず、きちんと言われたことをやって、日々の努力をしてうまくなりたい。 

【６組】 
○ 中学校生活で特にがんばりたいことは、勉強と部活です。理由は大きく三つあります。一つ目は、小学校

の時に部活や勉強を本当に真剣にやったかと言われると、そうではなかったからです。二つ目はここ最近し
っかり運動ができておらず、ケガをしそうになるので、部活でしっかり運動をして、健康で強い体を築き上
げたいと思ったからです。三つ目は、お⽗さんやお⺟さんから、何でも挑戦するといいと言われたし、最近
になってようやくやる気が出はじめて、何でもやろうと前向きになってがんばろうと思ったからです。以上
の理由からぼくは勉強や部活をがんばろうと思いました。これからは何事にもめげず、一生懸命がんばろう
と思います。 

○ 私が中学生になってがんばりたいことは友達をたくさんつくることです。友達をたくさん作って楽しい中
学校生活にしたいです。二つ目は苦手な国語を苦手じゃない教科にするためにがんばりたいです。国語がす
ごく苦手な教科だから、文章をスラスラ書けるように、本を毎日読めるようにしたいです。毎日読んで、国
語の文章力をつけたり、漢字を覚えれるようにしたいです。三つ目は英語をがんばりたいです。英語の単語
を覚えて、単語をいっぱい書けるようにしたいです。 

【７組】 
○ ぼくが中学生になってさらに実感してきたことは、しっかり毎日少しずつ、大人への階段を上っていると

いうことです。小学校生活では、六年間同じ学校で過ごしていた仲間がたくさんいたけれど、中学生という
新たなスタートラインをきってから、身も心もしまってきたような気がします。真新しい環境にいるという
ことは、自分がさらに成⻑できるチャンスだと思っています。ぼくはやったことないバスケ部にも入ろうと
思っていますし、吉根中学校で体も心も頭脳もしっかり鍛え、しっかりした中学生になりたいです。 

○ 私は中学生になって、メリハリをつけることを心がけたいです。なぜかというと、中学校は部活や行事な
ど、楽しいこともたくさんありますが、勉強が難しくなったり、定期テストが始まったりと大変なこともた
くさんあると思います。なので、楽しむ時は全力で楽しんで、がんばる時は全力でがんばることができる人
になりたいからです。そして新しい仲間とともに、明るく中学校生活をまんきつしたいです。個性豊かなみ
んなと一緒に最高にハッピーな思い出をつくっていきたいです。不安なことがあっても、みんなで安心にか
えられるよう、自分が今できることを精一杯がんばっていきます。 

○ 私は、今すごくわくわくしています。小学校とは違う環境で、新しいクラスメイトがいる。それだけで私に
とって大きな変化です。部活や制服など、変わったところも多くて、入学式はすごく緊張しました。ですが、
これから楽しいことがたくさんあるんだろうなと思ったら、なんだか楽しくなってきました。私は勉強が大の
苦手なので、これから苦労すると思います。自分ができる範囲で勉強をがんばっていきたいです。 


